
６
月

日
か
ら

日
の

15

17

３
日
間
、
市
議
会
市
民
文

教
常
任
委
員
会
の
行
政
視

察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
視
察
し
た
の
は
、

福
岡
県
久
留
米
市
の
「
文

化
芸
術
振
興
基
本
計
画
」
、

熊
本
県
熊
本
市
の
「
平
成

年
熊
本
地
震
に
係
わ
る

28初
動
対
応
と
自
主
防
災
組

織
に
つ
い
て
」
、
鹿
児
島

県
鹿
児
島
市
の
環
境
問
題

を
学
習
・
考
え
る
「
か
ご

し
ま
環
境
未
来
館
」で
す
。

久
留
米
市
で
制
定
し
て

い
る
「
文
化
芸
術
振
興
振

興
条
例
」
は
、
鶴
岡
市
で

は
ま
だ
制
定
し
て
お
ら
ず

参
考
に
な
る
も
の
で
し

た
。

鹿
児
島
市
の
環
境
未
来

館
は
、
限
ら
れ
た
地
球
環

境
の
現
状
を
わ
か
り
や
す

く
表
現
し
、
こ
れ
か
ら
の

人
間
の
活
動
と
生
活
の
あ

り
方
を
問
う
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

委
員
と
し
て
加
藤
太
一

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
荒
地
内
ご
み
最
終
処

分
場
を
考
え
る
市
民
の
会

の
会
議
が
開
か
れ
、
重
点

活
動
と
し
て
い
た
市
に
対

し
て
の
「
ご
み
最
終
処
分

場
の
大
荒
地
区
へ
の
押
し

つ
け
を
や
め
、
市
民
の
み

ん
な
で
考
え
る
こ
と
を
求

め
る
署
名
」
が
１
０
０
０

筆
を
超
え
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
佐
藤
安
太
郎
氏

か
ら
は
「
上
郷
地
域
で
は

集
落
に
よ
っ
て
は
有
権
者

の
半
数
以
上
に
な
っ
て
い

る
」
と
報
告
が
あ
り
、
処

分
場
予
定
地
か
ら
の
水
源

・
水
質
へ
の
影
響
を
懸
念

す
る
流
域
の
大
山
・
西
郷

地
域
の
世
話
人
か
ら
も
署

名
の
取
り
ま
と
め
状
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

「
市
民
の
会
」
で
は
引

き
続
き
、
地
元
で
の
宣
伝

と
署
名
活
動
の
強
化
と
、

全
市
的
に
署
名
活
動
を
継

続
し
広
げ
て
ゆ
く
こ
と

と
、
当
面
６
月
初
旬
に
署

名
の
第
一
次
集
約
分
を
市

に
対
し
て
提
出
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

会
員
か
ら
は
、「
市
は
、

地
元
住
民
に26

日
に
寒
河

江
市
へ
の
先
進
地
視
察
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。
ア
メ

玉
な
の
か
？
。
地
元
住
民

合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い

の
に
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
す

る
の
か
」
と
怒
り
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

会
議
に
は
菅
井
巌
市
議

も
参
加
し
ま
し
た
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３

県
議
会
か
ら
政
府
へ
の
政
策
提
言

つ
か
あ
り
、
３
項

目
に
つ
い
て
は
、
日
本
共
産
党
県
議
団

と
し
て
の
意
見
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

月
百
時
間
の
残
業
を
認
め
る
政
府
の

「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
の
推
進
、

国
民
負
担
増
が
想
定
さ
れ
る
医
療
保
険

制
度
一
元
化
、
費
用
負
担
な
ど
が
不
明

な
ま
ま
の
フ
ル
規
格
の
奥
羽
・
羽
越
新

幹
線
の
早
期
実
現
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
党
県
議
団
と

し
て
不
同
意
の
意
見
を
提
出
し
ま
し
た

が
会
派
協
議
会
で
「
却
下
」
さ
れ
た
よ

う
で
し
た
。
党
県
議
団
が
議
論
に
参
加

で
き
な
い
仕
組
み
は
、
納
得
し
難
い
も

の
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

先
月
、
平
成

年
度
の
政
府
の
施
策

30

等
に
対
す
る
山
形
県
の
提
案
が
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。
私
が
質
問
で
取
り
上
げ

た
施
策
に
関
わ
る
要
望
も
色
々
と
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
雇
用
の
安
定

と
所
得
向
上
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
一
環

と
し
て
の
高
齢
者
向
け
住
宅
整
備
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
、
小
中
学
校

の
教
職
員
配
置
の
充
実
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
で
す

が
、
そ
れ
ら
を
始
め
と
し
て
提
案
の
多

く
は
、
県
民
要
求
に
応
え
る
た
め
に
必

要
な
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
賛
成
し
兼
ね
る
項
目
も
い
く

２０日、小真木原運動公園陸上競技場で鶴岡市

春季消防演習が行われ、１０００人を超える消防

団員・消防職員が参加。「訓練礼式の点検」「纏

隊演技」「梯子乗り」「分列行進」などが行われま

した。加藤太一市議が市民文教常任委員とし

て参加しました。

話し合うことが罪になる「共謀罪」に反対する市民集会

「テロ等準備罪」の名称にだまされるな！

「戦争する国づくり」へ監視社会・密告社会が拡大

日時 ６月１日（木）１８時３０分
場所 鶴岡公園やすらぎ広場（アートフォーラム隣）

話し合うことが罪になる「共謀罪」に反対する市民集会実行委員会

話し合いをしているな 今年の歓迎会の場所は 対象になりますよ？



農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格
5月18日入札分

・温福漁港船揚場改良工事（温海地内）（入札3業者）
(株)アツケン 1,300,000円（1,385,000円）

工期～7/21（落札率93.86％）

藤島庁舎総務企画課入札結果（ ）内は予定価格
5月18日入札分

・藤島庁舎パッケージエアコン(2階北棟)改修工事
（入札5業者うち1業者辞退）
(株)アクアプラス 6,150,000円（6,300,000円）

工期～7/25（落札率97.62％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
5月18日入札分

・上田沢除雪車格納庫屋根改修工事（上田沢地内）
（入札3業者）
ナンバ建設(株) 3,000,000円（3,132,000円）

工期～7/20（落札率95.79％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格

5月19日入札分
・市公共下水道事業 汚水ＯＣ337～Ｈ062号路面復

旧工事（大山地内）（入札7業者）

鶴岡建設(株) 12,400,000円（12,815,000円）
工期～7/21（落札率96.76％）

5月16日入札分
・市浄化槽事業 温海地区浄化槽設置工事(第1工

区)（関川地内）（入札8業者）
(有)アサヒ設備工業 2,600,000円（2,636,000円）

工期～7/14（落札率98.63％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格

5月19日入札分
・ユネスコ食文化創造都市鶴岡情報発信拠点施設整

備工事（末広町3番地17）（入札6業者うち2業者辞退）
日栄産業(有) 9,500,000円（9,820,000円）

工期～6/28（落札率96.74％）

坂
本
ま
さ
え

私
の
鶴
岡
市
と
の
最
初

の
関
わ
り
は
、
ダ
ム
建
設

の
市
民
懇
談
会
で
し
た
。

市
は
ダ
ム
建
設
あ
り
き

の
説
明
で
、
地
下
水
の
豊

富
さ
や
お
い
し
さ
を
訴
え

ま
し
た
が
、
市
民
懇
談
会

と
は
名
ば
か
り
と
痛
感
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

職
業
に
携
わ
り
多
く
の
経

験
を
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
稲
生
町
内
会

の
役
員
を

年
間
し
て
い

18

ま
す
が
、
役
員
の
成
り
手

不
足
は
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
働
き
方
の
見
直
し
を

し
て
、
若
者
が
こ
の
鶴
岡

で
住
み
続
け
ら
れ
る
町
づ

く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。二

つ
目
は
「
医
療
生
協

や
ま
が
た
」
で
は
運
営
委

員
・
理
事
と
な
り
医
療
・

介
護
分
野
を
学
び
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
止
ま
る
こ

と
な
く
改
悪
が
進
み
、
人

間
の
命
が
軽
視
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
に
不
安
を
覚
え

て
い
ま
す
。
今
、
歯
止
め

を
し
な
い
と
人
間
の
命
を

守
る
事
さ
え
出
来
な
く
な

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
学
童
保
育
所

で
の
指
導
員
で
す
。
子
ど

も
の
成
長
を
親
御
さ
ん
と

共
に
支
え
る
仕
事
で
す
。

人
数
に
見
合
っ
た
施
設
と

指
導
員
へ
の
更
な
る
処
遇

改
善
を
も
と
め
て
い
き
ま

す
。
子
ど
も
の
貧
困
に
つ

い
て
も
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
力
で
頑
張
り
ま

す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
６
３
（
昭
和

）
年

38

東
京
都
大
田
区
生
ま
れ

１
９
８
２
（
昭
和

）
年

57

横
浜
女
子
商
業
学
園
高
校

卒
業

２
０
０
３
（
平
成

）
年

15

第
三
学
区
学
童
保
育
所
勤

務稲
生
町
内
会
役
員
４
年
、

庄
内
医
療
生
協
理
事
４
年

・
同
運
営
委
員

年
10

学
童
保
育
指
導
員
と
し
て

年
間
勤
め
、
子
育
て
の

14専
門
家
。

家
族

夫
（
鶴
岡
出
身
）

今
年

月
の
鶴
岡
市
議
選

10

日
本
共
産
党
新
人
予
定
候
補
の
決
意
表
明

今
年

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
鶴
岡
市
議
会
議
員
選

10

挙
に
、
日
本
共
産
党
か
ら
２
人
の
新
人
候
補
が
立
候
補

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

２
人
の
立
候
補
に
あ
た
っ
て
の
決
意
表
明
の
手
記
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

う
に
と
り
く
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
６
２
（
昭
和

）
年

37

酒
田
市
生
ま
れ

１
９
８
０
（
昭
和

）
年

55

酒
田
工
業
高
校
卒
業
後
、

印
刷
会
社
に
勤
務

１
９
８
６
（
昭
和

）
年

61

立
正
大
学
経
済
学
部
卒
業

１
９
８
８
（
昭
和

）
年

63

党
品
川
地
区
委
員
会
勤
務

１
９
９
４
（
平
成
６
）
年

生
活
協
同
組
合
協
立
社
入

協く
ら
し
と
平
和
の
取
り
組

み
を
進
め
る
。
つ
る
お
か

・
た
が
わ
九
条
の
会
事
務

局
長
等
を
歴
任
。

家
族

妻
（
鶴
岡
民
商
事

務
局
長
）
、
長
男
、
次
男

ストップ安倍政権！
市民と野党の共闘で新しい政治を！

日本共産党演説会
弁士

田村智子
参議院議員

党副委員長

弁士

ふなやま由美
仙台市議

衆院比例東北

５月２８日（日） １６時３０分開会
出羽庄内国際村

人
を
突
破
し
、
増
え
続
け

て
い
ま
す
。

平
和
の
問
題
で
も
、
安

倍
首
相
は
２
０
２
０
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
憲

法
を
改
正
す
る
こ
と
を
表

明
し
、「
教
育
勅
語
」、
ヒ

ト
ラ
ー
の
「
我
が
闘
争
」

を
教
育
教
材
と
し
て
使
用

し
て
も
よ
い
と
す
る
閣
議

決
定
を
行
い
、
ま
た
、
国

民
の
内
心
の
自
由
を
踏
み

に
じ
る
「
共
謀
罪
」
が
強

行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

る
で
戦
前
の
暗
黒
政
治
に

戻
ろ
う
か
と
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

私
は
、
今
こ
そ
憲
法
の

「
国
民
が
主
人
公
」
「
平

和
主
義
」「
基
本
的
人
権
」

が
活
き
る
社
会
を
を
目
指

し
、
鶴
岡
市
政
に
憲
法
本

来
の
姿
が
反
映
で
き
る
よ

こ
の
度
、
日
本
共
産
党

か
ら
立
候
補
す
る
こ
と
に

な
り
ま
た
し
た
山
田
ま
も

る
と
い
い
ま
す
。

生
活
協
同
組
合
の
事
業

と
運
動
に
参
加
し
、
く
ら

し
や
平
和
の
問
題
に
関
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
、
大
企
業

や
大
資
産
家
が
大
も
う
け

す
る
だ
け
の
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
の
も
と
で
、
貧
困

と
格
差
の
拡
大
が
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
ま
じ
め
に

働
い
て
も
年
収
２
０
０
万

円
に
も
満
た
な
い
「
働
く

貧
困
層
」
が
１
１
０
０
万

山
田
ま
も
る


